
備考

略名 投与量 単位 投与法 投与日

Cet 400 mg/㎡ 点滴（2時間）

250 mg/㎡ 点滴（1時間） d1、8、15、22

[*1］300 mg/body内服(1日1回) d1～28

[*2］90 mg/body内服(1日2回) d1～28

day1

1） 20ml 1 A

ポート確認

2） 6.6mg 1 V

5mg 1 A

50ml 1 本

主管① 点滴 15　分

3） 　　　　　初回 400 mg/㎡

2回目以降 250 mg/㎡

250ml 1 袋

主管② 点滴 初回2時間

2回目以降1時間

4） 50ml 1 本

主管③ 点滴 1時間 経過観察(2回目以降は15分で） 

5） 10ml 1 筒

ルートロック

〈所要時間　 約2時間〉

〈初回　 約4時間〉

1） 300 mg/日

内服 1日1回

1） 90 mg/日

内服 1日2回

次ページあり

ｄａｙ1～28

メクトビ[*2]

ｄａｙ1～28

ビラフトビ[*1]

生食

ポララミン

ヘパリンNaロック

レジメンcode： C18-52

適応がん種： 大腸癌

レジメン名： Cet+encorafenib+binimetinib

間隔： 4週間

抗がん剤（採用薬品名）

アービタックス（初回）

生食

　　　　　　　　（2回目以降）

デキサート

メクトビ

ビラフトビ

生食

生食

アービタックス



*適応：がん化学療法後に増悪したBRAF遺伝子変異を有する治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌

*アービタックス、メクトビの両薬剤を休薬又は中止した場合には、ビラフトビを休薬又は中止すること。

*ビラフトビを休薬又は中止した場合には、メクトビをそれぞれ休薬又は中止すること。

*投与期間中の副作用は、適正使用ガイド記載の用量調節を参考にする。

[*1]【ビラフトビを減量して投与する場合の投与量】

[*2]【メクトビを減量して投与する場合の投与量】

*ビラフトビ、メクトビは食事条件の規定がない。

*ARRAY-818-302試験の検査スケジュールを参考にすること。

次ページあり

1段階減量 60mg/日　1日2回

2段階減量 30mg/日　1日2回

3段階減量 投与中止

減量レベル 投与量

通常投与量 90mg/日　1日2回

1段階減量 225mg/日　1日1回

2段階減量 150mg/日　1日1回

3段階減量 投与中止

減量レベル 投与量

通常投与量 300mg/日　1日1回



*ARRAY-818-302試験の検査スケジュール


